


スキルの⾒える化＆新たな⼈材育成メソッド

⼈と組織の暗黙知を⾒える化するフレーム&ワークとは︖

〜経営層に響く︕テレワークやジョブ制にも最適な⼈材育成法〜

「⽬に⾒えない資産（⼈材・スキル・ノウハウ）は、企業競争⼒の源泉」
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・環境省「平成30年度『新・湯治』コンテンツ開発調査業務」2018年
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著書

株式会社 ベーシック 1998年設⽴（今年で設⽴23年⽬）www.basic7.com

教育コンテンツのノウハウ提供・研修プログラム・スキーム構築・社内インストラクターの養成

■社内の「暗黙知を形式知化」し、教育⼯学に基づいた、実践的研修、ノウハウ提供
■アドバイザー（ナレッジ・マネジメント、営業戦略・課題解決・⼈材育成・ダイバーシティ・内部統制）
■組織開発・⼈材開発・⽣産性向上・DX・ジョブ制導⼊のスキーム構築・システム開発⽀援
■ナレッジマネジメントを効果的に実践する、ナレッジ共有・⽣産性および実績向上・営業⼒強化
■講演・セミナー・プロジェクト・マニュアル＆ガイドライン作成・システム開発⽀援・導⼊運⽤⽀援等

事業概要

経済産業省、特許庁、国⼟交通省、内閣府、環境省、⽇本郵便、⽇本郵政、三菱UFJ総研、
博報堂、出光興産、パナソニック、ダイキン⼯業、⽇⽴、三菱電機、積⽔ハウス、セキスイハイム、⼤和ハウス⼯業、住友林業、三井ホーム、野村不動産、LIXIL、TOTO、ダイキン⼯業、
YKKAP、⼤建⼯業、コスモスイニシア、東京都不動産協会、ル・クルーゼ ジャポン、ミーレ・ジャパン、東京電⼒、関⻄電⼒、中部電⼒、北海道電⼒、東北電⼒、北陸電⼒、中国電⼒、四
国電⼒、九州電⼒、沖縄電⼒病院、介護施設、学校、幼稚園、住宅FC、ビルダー、リフォーム会社、不動産建設関連会社、マンション販売会社、ゼネコン、設備販社、商社、卸社、⼈材
派遣会社、⼤⼿広告代理店、他多数

実績（講演・コンサルティング・プロジェクト・システム開発など）

プロフィール
東証⼀部上場企業から中⼩企業まで、1500社以上の企業の、営業・経営企画・設計・開発各事業部等部⾨に
おいて、⼈と組織の持つ、現場のさまざまなノウハウ【実践知（暗黙知）】を形式知化し
多くの企業の実績向上・⼈材育成に貢献。システム開発（DX、SFA）導⼊も⼿掛ける

1コピー無断転⽤を禁ずる 著作権 株式会社ベーシック

「フレーム＆ワークモジュール®」メソドロジーを活用した
日本におけるホワイトカラーの知的生産性向上、および課題と解決のためのアクションプラン
～RPA,AIの導入を踏まえた、課題解決力・創造力向上のための具体的ステップ～

http://www.basic7.com/






ピーター・ドラッカー
『Landmarks of Tomorrow, 1957』

実践知 【暗黙知】
ナレッジ・マネジメントとは︖

専⾨職⼤学院

２
コピー無断転⽤を禁ずる 著作権 株式会社ベーシック



企業の経営層の⼼に響く、最も重要な訴求ポイント

↓

どんなに、よい提案でも

提案の視点を間違うと、稟議は通らない

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック ３

経営層の関⼼

〜世の中の動き（例︓DX , ジョブ制）〜

コーポレートガバナンス、企業価値向上



コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

無形資産（知的資産）の価値が⾼まっている

４



コロナ禍の影響で、早期退職やリストラ…

Afterコロナ時代の
⼈的資本・知的資本マネジメント
~企業価値消滅の危機︕〜

↓
貴重な⼈材のナレッジをいかに形式知化するか︖
「⽬に⾒えない資産（⼈材・ノウハウ・スキルを可視化していますか︖）

５
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６

暗黙知・実践知
スキル・コンピテンシー
ノウハウ・ナレッジ

コピー無断転⽤を禁ずる 著作権 株式会社ベーシック

実践知教育型ナレッジ・マネジメント



本⽇のテーマ
ニューノーマル時代に
「⼈材・知恵・組織を育む」ためには︖

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

１、ニューノーマル時代の、危機的状況を知る
〜テレワーク導⼊︕マネジメントは、どうする︖
OJTによる⼈材育成70%
社内のノウハウ・知恵・技術が、失われていく

２、今のままでは企業価値が消滅する︕それを防ぐ⼈材育成法を考える
社内ノウハウ・ベテランの経験知である暗黙知を形式知化し、戦略的に活⽤する
社内インストラクター、社内の業務に直結した、実践知教育型⼈材育成制度の構築
暗黙知を形式知化し、社内に蓄積・共有・活⽤（データ活⽤、システム化）できる

３、⼈⽣100年時代に備えた、戦略的⼈事のススメ〜
HRテック、タレントマネジメント、社内スキル・ノウハウ・無形資産可視化による
科学的データドリブン⼈事のすすめ

＊

７



お⾦だけが資産じゃない

マルチステージを⽣きるために本書で重視されてい
るのが、「無形資産」です。

無形資産は、「よい⼈⽣」を送るうえで価値がある
だけでなく、有形資産の形成を後押しするという点
でも、重要な資産です。

1.⽣産性資産︓主に仕事に役⽴つ知識やスキルのこと。

2.活⼒資産︓健康や、良好な家族・友⼈関係のこと。

3.変⾝資産︓変化に応じて⾃分を変えていく⼒のこと。

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック ８[出典︓Amazon東洋経済新報社の解説より抜粋]

１. ⼈⽣100年時代を迎えている
「無形資産＝仕事に役⽴つスキル・知識」の重要性



知識が可視化できていないと、企業は…

①⼈材の流動性が⾼まっている

転職・退職・辞職

②⼈材の流出とともに、社内のナレッジ（無形資産）も消滅

⾃社内で消滅・競合他社や海外に流出

※これらが形式知化できていれば、DXやAIにも対応できる

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック ９

1.



OJT（オン・ザ・ジョブトレーニング）の問題点

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

２.
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テレワークの導⼊で、注意すべきこと

×テレワークで…、
どうやってOJT︖



最も重要なのは、社内のノウハウの可視化

メンバーシップ型 vs            ジョブ型

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

日本では 海外では

雇用
システム

・終身雇用を前提としたメンバーシップ型雇用
⇒新人を雇用の後、育成する

皆で仕事をするので、皆が終わるまで帰れない

・終身雇用ではなく、ジョブ型雇用
⇒業務の割り振りが

明確に決まっているため、
必要な人材を必要な時に雇う

スキル・
キャリア

・組織を横断した異動が常に発生
⇒異動の度に、異なる業務に携わる

人事制度にも問題あり

・応募者は自分のスキルを見極めたうえで、
応募し採用に至る

⇒自分に出来る業務を
責任を持って行うため効率的

業務 ・業務範囲が広く、かつ曖昧
⇒上司から「これやっといて」と

依頼されたことが、自分の業務となる

・採用時に業務が明確化されている
⇒業務が明確なので、スキルアップしやすく、ロ

スが少なく、作業時間短縮に繋がる

指導・
トレーニ

ング

・教え方は、背中を見て学ぶ方式で、
ＯＪＴ中心（８割）

⇒人によって、教え方も、
教える内容もバラバラ

・マニュアルとトレーニング完備
⇒採用後のトレーニングやマニュアル等が

整備されている

２.

11

ジョブ制の取り⼊れ⽅も、注意が必要…



いかに
「暗黙知を見える化」して
共有・継承するか？

⼈材育成 DX・AI・RPA組織開発 知識共創・創造
コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 12



ナレッジ・マネジメントの最新動向

・ナレッジ・マネジメントとは…
「知的資本」および「組織の知識」の、明確で体系的な管理。（2020 ATD世界カンファレンス資料より）

・ナレッジ・マネジメント 最新情報 【ISO＝国際標準化機構】
〇2015年 ISO9001（品質管理マネジメントシステム）の改定により、

ISO9001の要求事項（必須）として、Knowledge Managementが定義づけされる

〇2018年 ISO30401（Knowledge Management System Requirements）公⽰
ISO30401は、ISO30400（⼈的資本マネジメントシステム）の中に位置づけられる

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

欧⽶では、
歴史ある企業ほど
ナレッジの重要性を
理解しており、

CKO
（Chief Knowledge Officer）

がいる

13
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コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

2.

14

実践知教育型ナレッジ・マネジメント
⇒さまざまな社会課題を解決

実践知教育型
新・ナレッジ
マネジメント
↓

⼈と組織の暗黙知を
実践知として、形式知化し
「⼈材育成に」活⽤する︕

ナレッジ
マネジメント
従来型の

ナレッジマネジメン
トは、残念ながら
暗黙知の形式知
化が難しい…

⼈材育成
⼈材開発

組織開発
学習する
組織

様々な
社会課題
解決

バーチャル

OJT

テレ
ワーク

ジョブ
制

DX
⾼齢者
の再雇⽤

パラレ
ルキャ
リア

⼈事評価

キャリア
開発

フルフ
レック
ス

オープン
イノベー
ション



社内の暗黙知を形式知化することの重要性

※あらゆる部⾨の「暗黙知」を「形式知化」することが可能
↓

・社内のベテラン ナレッジ・マネジメント
（Knowledge Management）

・仕事ができる⼈

・仕事が速い⼈

・成果を出す⼈

etc

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

３.

15

〇部⾨
・営業部⾨

・マーケティング部⾨
・⼈事総務部⾨

・企画・設計部⾨
・特許開発
・受注予測 他

〇業種
・病院・介護施設・学校・幼稚園
・弁護⼠事務所・特許事務所
・⾷品・流通・製造・機械・電機
・サービス業全般・伝統⼯芸社 etc

〇⽣産性・発案・品質・ホスピタリティ等
・仕事ができる⼈、仕事が速い⼈、
仕事の品質が⾼い⼈、気配りできる⼈



いかに
「暗黙知を、形式知化」し、
共有・継承するか？

それを、
人材育成と組織開発に

活かすか？

⼈材育成 DX・AI・RPA組織開発 知識共創・創造
コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 16



フレーム＆ワークモジュールⓇ（KW1次元モデル）

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

23年の実績ある、OSのようなメソドロジー

17



フレーム＆ワークモジュールⓇ（KW1次元モデル）

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

23年の実績ある、OSのようなメソドロジー以下、両
先生にご指導いただき理論化

18



（学会発表）
1.Frame & Work 
～Our proprietary consulting technique

単著 平成26年10⽉ 2014ICMCI Conference in Seoul（ICMCI国際カンファ
レンス⼤会）において、46ヵ国の中で、⽇本⼈で

初めて選出され、発表
2.「フレーム＆ワークモジュール®」を活⽤した本当の意味の“働き⽅改⾰”

〜実績向上・時間短縮・⼈材育成・組織開発・ナレッジ共有化のためのアプ
ローチ

単著 平成28年5⽉ 第67回全国能率⼤会（公益社団法⼈全⽇本能率連

盟・経産省後援)全⽇本能率連盟賞受賞・表彰

3.ＡＩ時代の業務⾰新およびナレッジ蓄積型⼈材マネジメントシステム
〜フレーム＆ワークモジュール®メソドロジーの活⽤

単著 平成28年5⽉ ⽇本ナレッジ・マネジメント学会第39回知の創造
研究部会において発表

4.企業の業務⾰新における「フレーム＆ワークモジュール®」⼿法の有効性に
関する研究
〜⼈材育成・組織開発・ナレッジ共有化のための新アプローチ

共著
東北大
長平彰
夫教授

平成28年6⽉ ⽇本経営システム学会
第56回全国研究⼤会において論⽂発表、論⽂集に
掲載（査読後、研究ノートとして、⽇本経営シス

テム学会誌Voi.35,No1 July 2018に掲載）

5.企業All-Denka ソフトイノベーション《成功事例研究・電⼒会社の業務⾰新》
〜余剰電⼒の負荷平準化から発想と視点を変えたエコシステム＆ビジネスモ
デルへの転換

単著 平成28年10⽉ ビジネスモデル学会
2016年秋季⼤会において発表

6.「フレーム＆ワークモジュール®」メソドロジーを活⽤した⼀億総活躍社会実現
〜グローバル＆AI時代の業務⾰新およびナレッジ蓄積型⼈材育成マネジメン
トシステム

単著 平成29年5⽉ 第68回全国能率⼤会
（公益社団法⼈全⽇本能率連盟・経産省後援)全⽇
本能率連盟賞受賞・表彰

7.The effect＆value of 

‘frame&work modules` method in Industrial revolution 4.0’
単著 平成29年11⽉ ⽇本経営システム学会

国際学会 JAMS ICBI 2017において発表

国際学会誌に予稿掲載
8.「フレーム＆ワークモジュール®」メソドロジーを活⽤した⽇本におけるホ

ワイトカラーの知的⽣産性向上、および課題と解決のためのアクションプラン
〜RPA,AIの導⼊を踏まえた、課題解決⼒・創造⼒向上のための具体的ステップ

単著 令和元年5⽉ 第70回全国能率⼤会

（公益社団法⼈全⽇本能率連盟・経産省後援)

優秀論⽂賞受賞・表彰

9.新規事業⽴上げ時におけるKWモデルを活⽤したナレッジマネジメント、２つの
展開スキーム
〜ʻマネジメントロール型ʼʻナレッジ分析・蓄積型ʼの⽐較研究

単著 令和元年12⽉ ⽇本経営システム学会
第63回（2019年秋季）全国研究⼤会において発表

学会発表・表彰等

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 19

3.

2014年 ICMCI国際カンファレンス（ソウル） 日本人で初めてスピーチさせていただきました。



⼈は誰でも、ナレッジが可視化＆活⽤でき
仕事ができるようになれば、
成果が上がり、仕事が楽しくなる︕

ステップ１
仕事が⾒える

ステップ２
仕事がわかる

ステップ３

仕事ができる

ステップ 4 

実績があがる︕

楽しい︕
熱意も⾼まる

-20-コピー無断転⽤を禁ずる 著作権 株式会社ベーシック



Personal フレーム＆ワーク Team フレーム＆ワーク

Personalフレーム＆ワークが確⽴されれば、
Teamの知恵と⾏動のダイナミクスが⽣まれる︕

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 21



＊新規事業、組織開発 レバレッジ（てこの原理）をかける

・チャネル
・クラスター
・エコシステム
・ビジネスモデル

トップ＆ミドル＆ボトム
全部⾨連携した戦略

⾃律的なエコシステム
クラスター

新しいビジネスモデル

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 22



コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 23



【参考】定年後の再雇⽤に備えた事前準備
再雇⽤の場合は、スキルの指導で貢献

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック[出典︓パーソル総合研究所 2018.12.5]

定年後再雇⽤に備えた事前準備―再雇⽤後に初めて気づく「専⾨性の重要さ」

＊

24



＊実践知教育型ナレッジ・マネジメント

１.暗黙知を形式知にできる
２. 再現性が⾼い
３. 汎⽤性が⾼い
４.⼈材育成に活⽤できる
５.企業に蓄積・継承できる

⼈材育成

DX・AI・RPA

組織開発

知識共創・創造

⼈的資本

知的資本
企業価値向上

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック
25



26

経済産業省、特許庁、国⼟交通省、内閣府、⽇本郵便、かんぽ⽣命
パナソニック、⽇⽴、三菱電機、積⽔ハウス、セキスイハイム、⼤和ハウス⼯業、住友林業、パナホーム、三井ホーム野村不動産、LIXIL、TOTO、
ダイキン⼯業、YKKAP、⼤建⼯業、コスモスイニシア、東京都不動産協会、
三井住友海上⽕災保険、あいおいニッセイ同和損保、ル・クルーゼ ジャポン、ミーレ・ジャパン、ふらここ、
東京電⼒、関⻄電⼒、中部電⼒、北海道電⼒、東北電⼒、北陸電⼒、中国電⼒、四国電⼒、九州電⼒、沖縄電⼒、
コンサルティングファーム、病院、介護施設、学校、幼稚園、住宅FC、ビルダー、リフォーム会社、不動産建設関連会社、マンション販売会社、ゼネコン、
設備販社、商社、卸社、⼈材派遣会社、⼤⼿広告代理店、他多数

株式会社 ベーシック 1998年設⽴（今年で設⽴23年⽬）

実績（講演・コンサルティング・プロジェクト・システム開発など）

暗黙知を⾒える化し
⼈にやさしく、組織を育てる
フレーム＆ワーク モジュールⓇ

コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック

第70回 優秀論文賞

「フレーム＆ワークモジュール®」メソドロジーを活用した
日本におけるホワイトカラーの知的生産性向上、および
課題と解決のためのアクションプラン

～RPA,AIの導入を踏まえた、課題解決力・創造力向上のための具体的ステップ～

1998年、来年20周年を迎える。 最近では、経済産業局知財室とともに、特許を⽣み出す⼈材の育成を⼿掛けた。



株式会社 ベーシック
＊

研修メニューのご案内

教育⼯学、インストラクショナルデザイン
ISO30401（KnowledgeManagementSystem）など

に基づいた教育設計開発



１. 新⼊社員、３年⽬社員向け研修（例）

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 27

【研修効果】
・「作業」でなく、「仕事」ができる⼈材になる
・気づき・考え・判断の基軸を明確にできる
・⾃⾝の仕事をすぐにチェックリスト化できる
・仕事のコツやカンを明⽂化し、⾃分事にできる



２. マネージャー・リーダー向け研修（例）

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 28

【研修効果】
・部下に対して、「何を」「どう」すればよいか、
具体的かつ、実践的な、指導ができる

・仕事の⽬標と「質・量・スピード」の基準を
明確にした、公正な評価ができる

・社内のノウハウを形式知化でき、学習する組織・
モチベーション⾼い組織を構築できる



3. 《気づき・考える⼈材を育成する》
社内インストラクター育成（eラーニング）

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 29

※まもなく、eラーニングシステム運開（３⽉下旬）

【研修効果】
・社内で、効果的な⼈材育成が実践でき、社内のノウハウを形式知化
できるリーダーを育成し、さらに、社内のリーダーが中⼼となって、
全社でPDCAを実践していく、“学習する組織”が構築できる

・社内の現場のノウハウが、継続的に社内にデータ蓄積できる

・蓄積したデータを活⽤して、⼈材育成やAIへの活⽤ができる



《企業の競争⼒・企業価値向上のために》
知的資産経営における、弊社の⽀援領域

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック

（出典︓経済産業省 経済産業局 知的財産政策室）

独⾃のメソドロジーによる⽀援領域

①⼈・組織に内在する、「暗黙知の形式知化」
独⾃のヒアリング・分析により、暗黙知を特定し、形式知化します。

②知的資本を⽣み出す⼈材・組織のモデリング
「知的資本」を⽣み出す、優秀な⼈材・組織のベストプラクティスを
抽出し、モデリング・形式知化して、組織における再現性を⾼めます。

③組織でKnowledgeを共有・活⽤するしくみ
独⾃メソドロジーにより、組織でKnowledgeを共有し『学習する組織』
を構築するしくみ・システム・導⼊・運⽤をサポートします。
（※東証⼀部上場企業等で、⻑期にわたって導⼊・運⽤実績がある⽀援）

④①②③を活⽤した、⼈材育成・組織開発プログラム
インストラクショナルデザインと、教育⼯学に基づいた、ナレッジ・マネジ
メントの、⼈材育成・組織開発プログラム・eラーニング等を開発します。

⑤ナレッジ・マネジメントによる、普及拡⼤・実績向上
ベストプラクティス、フレーム&ワーク、クラスター構築・ビジネス
モデル変⾰等、新規事業の普及拡⼤にレバレッジをかけて、実績向上を
⾶躍的に⾼める⽀援です。

4.

30

知的資産経営とは︖

【⽀援効果】
・社内のノウハウを可視化できる
・社内のノウフウ（誰）リストが作成できる
・社内で新規事業を⽣み出すソースが可視化できる
・新規事業の⽴ち上げをフレームワークで効果的・
かつ、迅速に、普及拡⼤できる

・知的資本・⼈的資本を、継続的に形成できる



株式会社 ベーシック
＊

待望のeラーニング、まもなく運開予定

教育⼯学、インストラクショナルデザイン
ISO30401（KnowledgeManagementSystem）など

に基づいた教育設計開発



５. 《気づき・考える⼈材を育成する》
実践知教育型ナレッジ・マネジメント

新⼊社員は
特にお勧め

3年⽬社員
転属前社員に
特にお勧め

リーダー対象
マネージャー対象

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 31

※まもなく、eラーニングシステム運開（３⽉下旬）

全社員対象

全社員対象



６. 《気づき・考える⼈材を育成する》動画⾒放題講座（レベル１、レベル２）

コピー無断転⽤を禁ずる。著作権︓株式会社ベーシック 32

※まもなく、eラーニングシステム運開（３⽉下旬）


